
◆講師◆

◆演題◆

◆日時◆

◆場所◆

　　◆連絡先◆　玉尾　皓平　　時任　宣博
　　　　　　　　小澤　文幸　　川端　猛夫
　　　　　　　　小松　紘一（内線 3172）

Wolfgang Krätschmer教授は、1990年にグラファイトのアーク放電法を用いて

初めてフラーレンを製造し、結晶として取り出すことに成功して、今日のフラ

ーレンの科学に大きく貢献した研究者として世界的に有名です。Krätschmer 教

授なくしては今日のフラーレン科学は実現しなかったとも言えます。今回は、

同教授の本来の専門である、純粋炭素からなる鎖状分子のスペクトル的研究に

ついて講演して頂きます。

Prof. Dr. Wolfgang Krätschmer
(Max-Planck Institut für Kernphysik, Germany)

IR and UV-VIS Spectroscopy on
Odd Carbon Chain Molecules

平成１７年１月２４日（月）１４：００～

化学研究所共同研究棟大セミナー室

２１世紀 COE

「京都大学化学連携研究教育拠点」

化学研究所・有機化学セミナー


